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議会だより 第27号

平成 29年 11月 9 日 長野県上伊那郡宮田村議会

熱
い
！
篤
い
‼

  

山
岳
信
仰
・
登
山
道
整
備

■ 整備された八丁坂の登山道

　

６
月
１
日
、
宮
田
村
で
は
山
の
神
々
を
新

田
の
文
化
会
館
前
庭
に
お
迎
え
し
、
毎
年
恒

例
の
「
中
央
ア
ル
プ
ス
駒
ケ
岳
、
宮
田
高
原

開
山
式
」
が
観
光
協
会
・
村
・
議
会
を
は
じ

め
多
く
の
関
係
者
の
参
列
の
下
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
て
い
る
。

登
山
者
の
安
全
祈
願
は
も
と
よ
り
観
光
振

興
、
山
や
里
の
平
穏
無
事
が
祈
願
さ
れ
る
。

　

ま
た
古
く
よ
り
「
駒
ケ
岳
神
社
」
を
西
駒

ケ
岳
本
岳
頂
上
に
祀
り
、「
駒
ケ
岳
神
社
奉

賛
会
」
を
講
人
で
組
織
し
、
６
月
下
旬
に
祭

事
を
行
い
篤
く
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

　

10
月
17
日
に
は
鉾
立
て
権
現
と
ブ
ナ
の
森

神
社
例
祭
が
村
、
議
会
産
業
文
教
委
員
会
、

山
林
関
係
者
、
造
林
班
等
で
２
ヶ
所
に
分
か

れ
２
礼
２
拍
手
１
礼
の
み
の
日
本
一
短
い
祭

り
と
も
言
わ
れ
る
祭
事
が
執
り
行
わ
れ
て
い

る
。

　

一
方
同
日
、
商
工
会
主
催
に
よ
り
「
不
動

滝
・
不
動
尊
並
び
に
金
山
彦
大
神
」
の
例
祭

が
神
仏
習
合
の
形
で
開
催
さ
れ
、
神
官
に
よ

る
祝
詞
と
住
職
に
よ
る
読
経
が
順
次
行
わ

れ
、
産
業
の
振
興
を
願
う
と
共
に
、
地
域
の

安
全
、
人
々
の
平
穏
無
事
が
祈
願
さ
れ
た
。

　

登
山
道
整
備
に
は
西
駒
ケ
岳
の
登
山
者
の

安
全
の
為
、
自
然
環
境
を
大
切
に
し
な
が
ら

毎
年
毎
年
、
国
・
県
の
補
助
を
得
て
１
千
万

円
近
く
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
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平成２８年度の主だった事業実績

平成28年度 決 算 報 告
歳入総額 40 億 4,429万 1千円
歳出総額

１億 4,248 万 ３千円差し引き額

一般会計

特別会計・事業会計決算

39 億    180万 8千円

住民参画と協働の村づくり

広報みやだの発行

地域づくり支援事業（６地区）

ケーブルテレビ行政番組制作

福祉タクシー事業（利用枚数 10,246）

障がい者福祉医療費給付事業

障がい者自立支援給付事業

高齢者生きがい活動支援（ミニデー）

輝く子育て応援事業（保育料助成等）

児童手当（延べ１５，４０６人）

保育所運営費（通常保育）

上伊那広域ごみ処理負担金

地籍調査（６３１筆）

村有林造林事業

44,826

3,050

2,419

3,304

7,176

22,937

137,329

5,942

26,687

169,575

244,677

34,127

16,778

12,330

13,470

28,530

7,189

4,283

95,310

12,729

15,876

16,426

6,012

20,969

105,153

9,050

37,852

21,768

商工業支援事業（プレミアム商品券等）

観光振興事業（登山道整備等）

道路維持管理事業

除融雪対策事業

常備消防（上伊那広域）

消防施設整備（耐震防火水槽２基）

小学校管理事務（事務機器・施設管理）

中学校管理事務（同上）

学童保育事業

村民会館管理事務

体育施設管理事業（委託料含）

上水道建設改良事業

下水道長寿命化事業

普通財産取得（役場南用地購入）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

（前年度より 2,934 万 5 千円増加）

（前年度より 8,744 万６千円増加）

（前年度より 5,810 万１千円減少）

単位：千円

会計種別 歳入総額 歳出総額 差し引き総額

国民健康保険会計

介 護 保 険 会 計

後期高齢者医療会計

水 道 事 業 会 計

下水道事業会計

９億３,２１２万円

７億４,９７６万円

９,０９２万円

１億５,５４４万円

２億７,２２４万円

８億７,４０９万円

７億３,０５１万円

８,９８３万円

１億３,９２９万円

３億２,３５８万円

５,８０３万円

１,９２５万円

１０９万円

１,６１５万円

▼  ５,１３４万円
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決算委員会  付託議案の審査報告
決算委員会　委員長：宮井  訓

歳　
入

民
生
費

衛
生
費

認
定
第
２
号

農
林
水
産
業
費

教
育
費

商
工
費

土
木
費

消
防
費

総
務
費

歳　入

歳　出

◆ 平成 28 年度宮田村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定

　審査の経過、その過程において出された質問、意見について、代表的なものを以下に申し上げます。

固定資産税の現年度分収入未済額 234 万円に
ついて、内訳はどうなっている。
「会社の倒産等で 160 万円・個人の生活困窮等
の方が 5 名で 50 万円その他、相続放棄などで
20万円ほどある。

村の公売会の内容は。
不動産を 1 件売却し 250 万円分の滞納を処分
した。

住宅使用料の未収金の内訳は。
３件の未収があり現在も２件ある。計画納税で
減少させていきたい。

コンビニ収納の手数料と村へ入金される日に
ちは。
手数料は 60円で入金は確定で 4，5日後となっ
ている。

コミュニティ助成の現状は。
コミュニティ助成については「県の基準が厳し
くなってきており市町村でしぼってきている。

地域おこし協力隊の業務や成果はどのように
おこなっているのか。
週の予定表を提出してもらっている、成果は面
談などで確認し、定住につなげていきたい。

子育て応援事業の検証は。
今年 8 月に保育園児の保護者に対しアンケー
トを実施した。おおむね満足していただいてい
ると感じている。

婚活のマッチングの現状についてはどうか。
委託先の社協と地域おこし協力隊の方で一緒
に行っている。結婚相談の登録は村外でも構わ
ない。

なごみや利用者が減少しているように思うが。
県の事業などがあったため考えられるが、素晴
らしい施設で近隣からの視察もある。今後も多
くの方が利用されるようにしていきたい。

ごみゼロの日の対応が区によって差があるが。
各区の衛生部の判断としている。今後も衛生部
や区長会と話をしながら進めていきたい。

最近の農地転用の目的は。
人口増の観点から新規宅地の件数が多い。

小三沢線の状況は。
未舗装だが車両の通行は出来る。雨が降ったり
すると走行しにくい部分もある。
　
観光費・工事請負費の不用額 121 万円はどの
ような内容か。
アサギマダラの整備費・赤そば祭りに設置予
定だった歩道・看板等で仕様変更分である。

道路補修で住民が行えるようなものがあるの
か。
簡単に修繕できるよなキットがあるので材料
と道具は用意できる。 

消防水利で「基準を満たさない」とはどういう
ことか。
150 パイの水道管や防火水槽で 40 立方以下の
施設が当てはまる。通常であれば機能的には問
題はない。

学校の施設の老朽化についてはどのように考
えているか。
来年度長寿命化を検討する。補助金等を使いな
がら行っていきたい。
　
子育て支援の窓口一本化はどのようにおこな
っていくのか。
多くの課との協議摺合せが必要であり、協議会
の発足等で検討していく。

NLT/ALT の配置後数年経過しているが効果は。
レシピ方式も加えて 4 年が経過し効果は出て
いる。2020 年度からの小学校英語授業開始に
より現場に混乱が起きないように教育委員会
としても支援していく。

来年度から制度が変わるが審議会後新たな情
報は。
県の審議会から試算がでてきたが、まだ村の負
担は確定していない。標準保険料率が示され 11
月末には県知事の決定がある。

Ｑ：
 
A ：

Ｑ：
 A ：

Ｑ：
 A ：

Ｑ：
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Ｑ：
 A ：

Ｑ：
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Ｑ：
 A ：

Ｑ：
 A ：

Ｑ：
 A ：

Ｑ：
 A ：

Ｑ：
 A ：

Ｑ：
 A ：

Ｑ：
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Ｑ：
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Ｑ：
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Ｑ：
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Ｑ：

 A ：

Ｑ：
 A ：

Ｑ：

 A ：
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平成 29 年 第 3 回（９月）議会議案審議・賛否議決結果 及び報告事項

９
月
定
例
会
の
主
な
内
容

● 

平
成
28
年
度
決
算
認
定
審
査

　

平
成
28
年
度
宮
田
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
宮
田
村
国
民
健
康
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
宮
田
村
介
護
保
険
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
宮
田
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
宮
田
村
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
宮
田
村
下
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

● 

平
成
29
年
度
補
正
予
算
議
案
審
議

◇ 

平
成
29
年
度
宮
田
村
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
既
定
の
予
算
額
に
歳
入

　

 

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
４
百
万
１
千
円
を
追
加
し
総
額
３
９
億
９
２
７
４
万
４
千
円

　

 

と
す
る
事
が
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
事
業
と
し
て

◇ 

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
特
産
品
費
用
３
千
１
７
０
万
円

◇ 

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
に
７
千
５
０
０
万
円
を
増
額
積
み
立
て

◇ 

障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
事
業
扶
助
費
と
し
て
５
０
０
万
円

◇ 

公
害
対
策
事
業
と
し
て
地
下
水
観
測
用
井
戸
掘
削
１
２
９
万
６
千
円

◇ 

企
業
誘
致
商
工
振
興
事
業
に
２
７
６
万
５
千
円

◇ 

橋
梁
長
寿
命
化
定
期
点
検
費
用
に
４
０
０
万
円

◇ 

駅
前
広
場
監
視
用
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
６
０
万
円

◇ 

予
備
費
に
７
千
万
円
増
額

◇ 

宮
田
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
６
千
７
万
６
千
円
追
加

● 

教
育
長
の
任
命
に
関
す
る
同
意
を
求
め
る
事
に
つ
い
て

● 

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

◇ 

廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
建
設
に
つ
い
て
住
民
に
寄
り
添
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

指
導
・
判
断
を
す
る
よ
う
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

◇ 

道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
に
よ
る

　
　
　
　
　
　

 

補
助
率
等
の
嵩
上
げ
措
置
の
継
続
に
関
す
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

◇ 

核
兵
器
禁
止
条
約
に
日
本
政
府
も
参
加
す
る
事
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
３
件
の
意
見
書
を
議
員
発
議
に
よ
り
提
出
し
ま
し
た
。

議決結果反　対賛　成件　　　　　　　　　　名

宮田村工場立地法準則条例の制定について

宮田村福祉医療費特別給付金条例の一部を改正する条例案について

宮田村輝く子育て応援条例の一部を改正する条例案について

平成２８年度宮田村一般会計歳入歳出決算認定について

平成２８年度宮田村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

平成２８年度宮田村介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

平成２８年度宮田村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

平成２８年度宮田村水道事業会計決算認定について

平成２８年度宮田村下水道事業会計決算認定について

宮田村道路線の認定について

宮田村道路線の変更について

教育長の任命に関し同意を求めることについて

平成２９年度宮田村一般会計補正予算案について

平成２９年度宮田村国民健康保険特別会計補正予算案について

平成２９年度宮田村介護保険特別会計補正予算案について

平成２９年度宮田村後期高齢者医療特別会計補正予算案について

平成２９年度宮田村水道事業会計補正予算案について

平成２９年度宮田村下水道事業会計補正予算案について

廃棄物の最終処分場建設について住民に寄り添った指導・判断をするよう求める意見書の提出について

道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律による補助率等の嵩上げ措置の継続に関する意見書の提出について

核兵器禁止条約に日本政府も参加することを求める意見書の提出について

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

１１

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

可　決

可　決

可　決

認　定

認　定

認　定

認　定

認　定

認　定

可　決

可　決

同　意

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

条
　
例
　
等

補
正
予
算
関
係

そ
の
他

決
算
認
定
関
係

意
見
書
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一般質問

 

平
和
な
時
に
生
ま
れ
、日
本
が

　
　

戦
争
を
し
た
事
も
忘
れ
そ
う
な
今
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
和
学
習
の
必
要
性

　
　
　
　

敗
戦
後
72
年
過
ぎ
た
今
、
今
日
ま

で
戦
争
に
つ
い
て
語
ら
な
か
っ
た
人
達
が
そ

の
重
い
口
を
開
く
姿
が
、
各
地
で
見
受
け
ら

れ
て
い
る
。そ
れ
は
私
た
ち
が
、
戦
争
の
実
体

験
を
リ
ア
ル
に
知
る
最
後
の
機
会
と
考
え

る
。現
在
教
育
現
場
で
は
、
ど
の
様
な
取
り
組

み
を
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
平
和
に
対
す
る

考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

　
　
　
　
（
村
長
）「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市

宣
言
」・
恒
久
平
和
を
願
い
、
ふ
れ
あ
い
広
場

に
「
平
和
の
塔
」
を
建
設
。こ
れ
ら
の
思
想
を

受
け
、
私
な
り
に
発
信
し
て
い
る
。核
兵
器
廃

絶
は
、
思
想
と
か
心
情
を
超
え
発
信
訴
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
。ま
た
、
憲
法
９
条
も
世
界

に
誇
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
（
教
育
長
）
今
日
の
我
が
国
の
繁
栄

は
、先
人
の
計
り
知
れ
な
い
努
力
の
結
果
、も

た
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
上
で
大

変
大
事
な
、
そ
し
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
学

習
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
　

村
内
戦
争
体
験
者
の
『
生
の
声
』
を

聴
く
こ
と
は
大
変
意
義
の
あ
る
こ
と
。学
校

で
聞
く
機
会
、
住
民
に
対
す
る
講
演
会
や
、
記

録
保
存
も
必
要
と
思
う
が
。

　
　
　
　
（
教
育
長
）
今
年
実
際
に
戦
争
を
体

験
さ
れ
、講
師
と
し
て
話
を
さ
れ
た
方
が
、村

内
に
も
ま
だ
お
ら
れ
る
こ
と
を
再
認
識
し

た
。そ
ん
な
点
か
ら
遺
族
会
、
社
会
福
祉
協
議

会
、関
係
団
体
と
も
連
携
し
、教
育
委
員
会
と

し
て
こ
う
い
う
方
々
の
声
を
聴
く
機
会
を
大

事
に
し
た
い
と
思
う
。

 

地
域
に
お
け
る
認
知
症
へ
の
対
応

　
　
　
　

地
域
支
え
合
い
づ
く
り
で
、
問
題

と
な
る
の
は
要
介
護
認
定
か
ら
は
ず
れ
る
認

知
症
の
人
と
、
も
っ
と
重
要
な
の
は
、
そ
の
人

を
介
護
す
る
人
へ
の
、
ケ
ア
対
応
だ
と
思
う

が
ど
う
取
り
組
む
か
。

　
　
　
　
（
村
長
）
認
知
症
の
場
合
、
認
知
症

特
有
の
症
状
か
ら
地
域
の
支
え
合
い
で
支
援

す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。村
の
具
体
的

取
組
と
し
て
、
以
前
の
講
師
役
で
あ
る
認
知

症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
登
録
者
を
対
象
に
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
を
予
定
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
認
知
症
の
周
知
・
啓
発
活
動
を
行

い
、
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
地
域
住

民
を
増
や
し
て
、
住
民
に
よ
る
見
守
り
を
行

な
っ
て
い
き
た
い
。

 

新
築
建
築
以
外
へ
の

　
　

子
育
て
応
援
金
の
支
給
に
つ
い
て

　
　
　
　

新
築
住
宅
建
築
以
外
で
３
世
帯
同

居
な
ど
村
内
定
住
し
て
く
れ
る
方
へ
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
金
以
外
に
支
援
が
で
き
な
い

か
。 

　
　
　
　
（
村
長
）親
の
所
有
し
て
い
る
住
宅

を
増
築
し
て
、結
婚
後
居
住
す
る
ケ
ー
ス
や
、

他
市
町
村
に
一
旦
出
た
子
育
て
世
帯
が
転
入

し
て
く
る
ケ
ー
ス
の
方
へ
の
支
援
に
つ
い
て

も
必
要
を
感
じ
て
い
る
。人
口
増
に
つ
な
が

る
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
策
を
研
究
し
て
い

く
。

 

福
祉
避
難
場
所
や
防
災
協
定
な
ど
の

　
　
　
　
　
　

見
直
し
な
ど
に
つ
い
て

　
　
　
　

色
ん
な
地
域
や
各
種
団
体
等
を
結

ん
で
い
る
防
災
協
定
だ
が
、
結
ぶ
こ
と
に
主

眼
を
置
い
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。内
容
の

見
直
し
は
。ま
た
認
識
は
一
致
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
（
村
長
）協
定
に
つ
い
て
は
締
結
す

る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
の
で
必
要
に
応
じ

ま
し
て
よ
り
有
効
活
用
で
き
る
も
の
に
随
時

見
直
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
。福
祉
避
難
所
の
受
け
入
れ
可
能
な
対
象

者
と
定
員
を
各
事
業
所
と
協
議
し
て
決
定
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
皆
様
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
障
害
者
自
立
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
で
あ
り
ま
し
た
ら

生
活
相
談
員
や
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
状
況
の

確
認
を
行
い
、
福
祉
避
難
所
へ
の
避
難
の
必

要
な
対
象
者
を
見
込
ん
で
い
る
。

 

支
援
が
必
要
な
子
供
た
ち
に
つ
い
て

　
　
　
　

支
援
が
必
要
な
子
供
た
ち
へ
の
支

援
は
十
分
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
（
教
育
長
）発
達
障
が
い
を
抱
え
た

子
供
さ
ん
へ
の
支
援
は
、個
別
の
対
応
、支
援

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。学
校
長
と
情
報
交
換

し
な
が
ら
、子
供
た
ち
の
居
場
所
、生
き
が
い

が
あ
り
、
個
性
が
伸
び
る
人
的
支
援
の
充
実

に
努
め
て
い
る
。

宮井　 訓

川手　三平

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

戦
後
72
年
教
育
現
場
は

　
全
員
戦
後
生
ま
れ
が
現
実
！

人
口
減
対
策
の
一
層
の
充
実
を

　
　   

図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
！
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国
の
地
方
創
生
交
付
金
な
ど
税

金
を
使
っ
て
土
地
、建
物
、設
備
、環
境
整
備

な
ど
行
い
、
運
営
は
民
間
事
業
者
が
担
う
と

し
た
事
業
、「
村
人
テ
ラ
ス
」「
宮
田
高
原
の

開
発
」の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
村
長
）「
村
人
テ
ラ
ス
」
は
ま
ち

な
か
の
活
性
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
だ
れ
も
が
活
躍

で
き
る
ま
ち
な
か
の
活
性
化
事
業
と
し
て
、

地
方
創
生
交
付
金
事
業
を
活
用
し
た
事
業

で
あ
る
。

　
　
　
　

村
人
テ
ラ
ス
は
運
営
法
人
か
ら

の
要
望
で
始
め
た
の
か
。宮
田
高
原
の
開
発

は
ど
う
か
。こ
れ
ら
民
間
運
営
型
事
業
の
村

の
関
わ
り
は
。

　
　
　
　
（
村
長
）村
は
、
運
営
す
る
法
人
が

行
っ
て
い
る
経
営
内
容
や
効
果
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
も
の
で
は
な
い
。事
業
開
始
か
ら
３

年
間
は
、
人
的
支
援
や
だ
れ
も
が
気
軽
に
立

ち
寄
れ
て
、
さ
ら
に
活
躍
で
き
る
場
所
づ
く

り
と
し
て
村
は
関
わ
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

税
金
で
や
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

そ
の
経
営
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
か
ど
う

か
、
村
と
し
て
も
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。総
合
戦
略
全
体
の
評
価

も
必
要
だ
か
、
個
々
の
細
か
な
調
査
も
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。（
提
言
）

　
　
　
　

移
動
販
売
車
も
含
め
て
「
村
人
テ

ラ
ス
」
の
具
体
的
運
営
計
画
（
数
値
目
標
）

は
。

　
　
　
　
（
村
長
）
運
営
す
る
法
人
の
計
画

に
つ
い
て
村
は
掌
握
す
る
と
こ
ろ
で
は
な

い
。悩
み
や
困
っ
た
こ
と
等
、
共
有
し
て
村

は
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

人
的
支
援
と
し
て
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
よ
う

だ
が
。

　
　
　
　
（
村
長
）
村
人
テ
ラ
ス
の
要
件
を

満
た
す
、
そ
う
い
う
人
を
募
集
し
て
い
き
た

い
。

 

核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
を

　
　
　
　

日
本
政
府
が
一
日
も
早
く
、
核
兵

器
禁
止
条
約
に
参
加
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

　
　
　
　
（
村
長
）
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る

日
本
が
参
加
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
人

道
的
見
地
か
ら
残
念
な
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
る
。

 

重
点
施
策
の
成
果
と
課
題
は

　
　
　
　

活
力
み
な
ぎ
る
村
づ
く
り
の
施
策

で
観
光
Ｐ
Ｒ
や
特
産
品
紹
介
、
企
業
誘
致
な

ど
村
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
行
わ
れ
て
い

る
が
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
村
長
の
考
え
る
今

後
の
課
題
は
。

　
　
　
　
（
村
長
）
企
業
訪
問
の
際
に
は
村
の

特
産
品
の
紹
介
や
観
光
宣
伝
、
工
場
誘
致
の

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
の
お
願
い
も
し
て
４
２
０
万
円

の
協
力
を
い
た
だ
い
た
。観
光
Ｐ
Ｒ
に
お
い

て
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
、新
宿
区
大
久
保
祭
り
へ
の
参
加
、石
川
県

穴
水
町
と
の
交
流
と
東
京
や
名
古
屋
の
ス
ー

パ
ー
で
の
販
路
拡
大
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
企
業
誘
致
に
お
け
る
土

地
の
確
保
が
難
し
い
た
め
、
既
存
の
企
業
に

支
援
し
て
い
く
。

　
　
　
　

女
性
の
知
恵
と
力
を
村
政
に
活
か

す
施
策
で
女
性
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が

手
応
え
と
成
果
は
。

　
　
　
　
（
村
長
）
昨
年
の
女
性
会
議
に
は
８

０
人
、
語
る
会
で
も
３
０
０
人
強
の
女
性
の

皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
し
た
。提
案
に
つ
い

て
は
第
５
次
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
や

ま
ち
、ひ
と
、し
ご
と
総
合
戦
略
に
反
映
し
て

き
た
。今
後
も
単
な
る
広
報
活
動
で
は
な
く

女
性
の
力
を
も
っ
と
活
か
し
て
協
働
の
む
ら

づ
く
り
に
つ
な
が
る
女
性
会
議
と
な
る
よ
う

に
取
り
組
む
。

 

災
害
時
に
お
け
る
各
分
野
と
の

　
　
　

協
定
関
係
と
防
災
全
般
に
つ
い
て

　
　
　
　

防
災
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
災

害
時
に
お
け
る
相
互
協
力
に
関
す
る
協
定
書

を
友
好
関
係
に
あ
る
市
町
村
や
日
本
福
祉
大

学
と
結
ん
で
い
る
が
今
ま
で
協
力
し
た
実
績

は
あ
る
か
。

　
　
　
　
（
村
長
）
災
害
時
相
互
支
援
協
定
を

田
原
市
、
穴
水
町
と
結
ん
で
い
る
が
穴
水
町

と
は
職
員
を
対
象
と
し
た
災
害
時
の
研
修
を

行
っ
て
い
る
。日
本
福
祉
大
学
と
は
大
学
を

核
と
し
た
各
自
治
体
と
の
交
流
促
進
、
防
災

や
減
災
の
研
究
等

の
学
習
会
を
４
回

行
っ
て
い
る
。今
後

も
連
携
を
強
化
す

る
。

小林　宏美

小野　 章

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

村
長
が
従
来
か
ら
進
め
て
い
る

　
　
　
　
　
　 

重
点
施
策
に
問
う

「
税
金
で
施
設
を
作
り

　
　
運
営
は
民
間
で
」
の
事
業
の

　
　
　
　
　
　
　
村
の
関
わ
り
方
は
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監
査
委
員
か
ら
、①
監
査
を
受
検

す
る
体
制
が
で
き
て
い
な
い
状
況
が
あ
る
こ

と
、②
工
事
関
係
書
類
の
不
備
が
あ
る
こ
と
、

③
発
注
手
続
き
に
お
い
て
不
適
切
な
事
例
が

あ
る
こ
と
、
な
ど
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

行
政
の
専
門
性
を
問
わ
れ
る
事
項
と
い
う
よ

り
も
、
も
っ
と
基
本
的
な
レ
ベ
ル
で
課
題
が

あ
る
よ
う
に
感
じ
る
が
、
村
長
は
ど
う
受
け

と
め
て
い
る
か
。

　
　
　
　
（
村
長
）
基
本
的
な
と
こ
ろ
が
欠
如

し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。な
ぜ
で
き
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。同
じ
指
摘
を
繰
り
返
さ
れ
な

い
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。監
査
結
果
は
き

ち
ん
と
受
け
と
め
、
実
行
し
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

監
査
委
員
か
ら
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
つ
い
て
そ
の
活
動
が
見
え
な
い
こ

と
、
３
年
後
の
定
住
に
つ
な
が
る
の
か
が
課

題
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
制
度
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
、活
用
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
（
村
長
）
現
在
６
名
の
隊
員
を
採
用

し
て
い
る
。こ
れ
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
隊
員
の

希
望
に
応
じ
た
事
業
を
進
め
て
き
て
い
る

が
、さ
ら
に
こ
の
制
度
を
活
用
し
、地
域
の
中

で
進
め
て
い
く
具
体
的
な
事
業
に
応
じ
た
活

動
を
推
進
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
方
向
性
と

活
動
内
容
を
特
定
し
た
協
力
隊
の
募
集
に
つ

い
て
今
後
検
討
し
、よ
り
定
着
、定
住
が
進
む

形
を
検
討
し
な
が
ら
、
事
業
推
進
を
し
て
ま

い
り
た
い
。

　
　
　
　

自
治
体
の
仕
事
と
し
て
３
年
後
も

単
費
で
人
件
費
を
出
す
つ
も
り
が
な
い
よ
う

な
、
い
わ
ゆ
る
一
定
の
レ
ベ
ル
に
成
熟
し
て

い
な
い
行
政
施
策
の
分
野
に
、
安
易
に
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
活
用
す
る
の
は
避
け
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
（
村
長
）
そ
の
と
お
り
だ
と
思
う
。

現
在
、
１
０
０
％
そ
う
な
っ
て
い
る
か
と
い

う
こ
と
は
、
な
か
な
か
課
題
が
あ
る
と
捉
え

て
い
る
。今
後
、
一
定
の
将
来
に
つ
な
が
る
業

務
に
絞
っ
た
形
で
、
そ
の
募
集
内
容
に
つ
い

て
も
、そ
の
業
務
に
沿
っ
た
適
性
、や
る
気
等

に
則
し
た
中
で
募
集
活
動
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。

　
　
　
　

副
村
長
時
代
を
含
め
５
年
４
ケ
月

を
振
り
返
り
ど
の
様
な
感
想
を
お
持
ち
か
。

　
　
　
　
（
村
長
）今
回
無
投
票
と
言
う
事
で

白
紙
委
任
で
は
あ
る
が
、
大
変
重
く
受
け
止

め
て
い
る
。掲
げ
た
政
策
は
あ
る
程
度
前
進

さ
せ
た
が
、
道
の
り
は
長
く
越
え
て
も
越
え

て
も
峠
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。村
民
主
役

の
村
政
を
一
層
前
進
さ
せ
た
い
。

　
　
　
　

職
員
配
置
は
適
材
適
所
で
十
分
な

能
力
が
引
き
出
さ
れ
て
い
る
と
お
考
え
か
。

　
　
　
　
（
村
長
）多
様
化
、
煩
雑
化
す
る
行

政
業
務
の
中
で
す
べ
て
の
職
員
を
得
意
分
野

に
配
置
す
る
事
は
困
難
で
あ
る
が
９
Ｓ
活
動

を
通
し
て
無
駄
を
省
き
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
、
職
員
が
そ
の
能
力
を
十
分
発
揮
で
き
る

組
織
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
た
い
。

　
　
　
　

村
が
抱
え
て
い
る
大
き
な
課
題
に

対
し
様
々
な
組
織
の
立
上
げ
を
し
て
き
た

が
、
村
長
の
思
惑
通
り
に
そ
の
役
割
を
果
た

し
て
き
て
い
る
か
。又
村
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
は
発
揮
さ
れ
て
来
た
か
。

　
　
　
　
（
村
長
）そ
れ
ぞ
れ
の
協
議
機
関
は

村
民
の
声
を
十
分
に
把
握
す
る
こ
と
を
主
眼

に
於
い
て
お
り
、
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。、
最
終
的
に
結
論
、
決
断
す
る
の
は
一

番
大
切
な
任
務
だ
と
考
え
て
い
る
。そ
れ
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
り
、
ご
批
判
が
あ
る

と
す
れ
ば
真
摯
に
耳
を
傾
け
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
「
子
育
て
支
援
日
本
一
」を
掲
げ
て

い
る
が
高
齢
者
や
生
活
弱
者
障
碍
、
障
が
い

者
等
の
課
題
も
深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
。バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
村
政
の
発
展
を
望
み
た
い

が
。

　
　
　
　
（
村
長
）
保
育
園
の
保
護
者
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
子
育
て
の
し
や
す
さ
と
し
て
８

割
以
上
の
方
が
良
い
評
価
を
戴
い
て
お
り
、

成
果
が
出
て
い
る
。一
方
高
齢
化
率
は
改
善

し
な
い
も
の
の
介
護
保
険
認
定
者
数
は
県
平

均
を
５
％
以
上
下
回
っ
て
お
り
、
健
康
で
暮

ら
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
す
る
と
同
時

に
、
国
県
の
事
業
だ
け
で
な
く
独
自
の
補
助

事
業
も
展
開
し

て
お
り
、上
伊
那

で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
と
自
負
し

て
い
る
。

久保田秀男

天野　早人

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

監
査
委
員
審
査
報
告
へ
の

　
　
　
　
速
や
か
な
対
応
を

小
田
切
村
政

　
二
期
目
に
向
け
て
の

　
　
　
　
　
抱
負
と
課
題
は
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村
長
２
期
目
の
所
信
に
つ
い
て

　
　
　
　

村
長
の
１
期
の
重
点
施
策
「
活
力

み
な
ぎ
る
宮
田
村
づ
く
り
」「
子
育
て
支
援

日
本
一
を
目
指
す
」「
福
祉
の
推
進
」「
安
心･

安
全
な
心
安
ら
ぐ
む
ら
づ
く
り
」「
女
性
の

知
恵
と
力
を
村
政
に
い
か
す
」
と
さ
れ
村
政

経
営
し
て
き
た
。２
期
目
、
重
点
施
策
に
追

加
し
た
「
協
働
の
村
づ
く
り
」
に
つ
い
て
所

信
と
具
体
的
な
取
組
を
聞
き
た
い
。

　
　
　
　
（
村
長
）
む
ら
づ
く
り
基
本
条
例

で
協
働
の
村
づ
く
り
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

行
政
、
議
会
だ
け
で
な
く
住
民
が
よ
り
む
ら

づ
く
り
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
裾
野
の
広
い

強
靭
な
む
ら
づ
く
り
が
達
成
で
き
る
。協
働

の
む
ら
づ
く
り
の
取
組
に
は
、
活
動
を
お
こ

な
う
参
加
と
意
見
を
い
た
だ
く
参
加
が
あ

る
。道
路
、
河
川
の
小
修
繕
や
草
刈
り
な
ど

地
域
活
動
へ
の
作
業
的
な
参
加
と
、
地
域
懇

談
会
等
で
意
見
を
い
た
だ
き
、
村
の
施
策
に

つ
な
げ
る
参
加
な
ど
が
あ
る
。今
後
、
地
域

づ
く
り
支
援
金
の
増
額
も
検
討
す
る
と
と

も
に
職
員
の
地
区
担
当
制
、
村
長
と
の
お

し
ゃ
べ
り
会
を
推
進
し
て
い
く
。

 

ま
ち
、ひ
と
、し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

推
進
に
つ
い
て

　
　
　
　

創
生
総
合
戦
略
の
21
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
ス
タ
ー
ト
し
て
２
年
を
経
過

し
た
。残
す
期
間
は
３
年
間
だ
が
事
業
経
過

の
状
況
は
。ま
た
、今
後
の
進
め
方
は
。

　
　
　
　
（
村
長
）
21
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

掲
げ
た
98
項
目
の
う
ち
、
約
６
割
の
項
目
に

着
手
し
た
。５
年
間
で
集
中
し
て
実
施
し
て

い
く
。事
業
を
進
め
て
い
く
中
で
は
、
そ
の

都
度
見
直
し
と
取
組
体
制
も
ふ
く
め
て
一

層
の
推
進
を
図
る
。

　
　
　
　

中
央
ア
ル
プ
ス
の
山
荘
を
観
光

拠
点
と
し
て
開
発
す
る
考
え
は
。

　
　
　
　
（
村
長
）
宮
田
村
観
光
開
発
が
運

営
し
て
い
る
た
め
直
接
的
に
は
難
し
い
。山

荘
の
改
修
は
必
要
と
考
え
る
の
で
村
と
し

て
は
県
の
補
助
事
業
の
活
用
の
可
否
を
検

討
し
た
い
。

　
　
　
　

現
在
の
観
光
計
画
は
今
年
度
ま
で
の

も
の
と
な
っ
て
い
る
が
来
年
以
降
の
観
光
計
画

策
定
は
ど
の
よ
う
に
取
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
　
（
村
長
）
１
５
３
号
線
バ
イ
パ
ス
の
建

設
や
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
整
備
に
よ
る
交
流

人
口
の
変
動
等
大
き
な
要
素
を
考
え
な
が
ら
、

議
会
、商
工
会
の
方
々
を
初
め
、幅
広
い
分
野
か

ら
の
代
表
が
参
加
し
て
い
る
宮
田
村
観
光
協
会

理
事
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
策
定
会
議
を
開
催

し
、
多
く
の
ご
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
進
め

て
い
く
。ま
た
、
専
門
的
な
助
言
、
指
導
が
受
け

ら
れ
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
活
用
も
検
討
し
て

い
く
。

　
　
　
　

現
在
の
観
光
計
画
に
は
六
つ
の
課
題

が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
の
克

服
状
況
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
（
村
長
）
六
つ
の
課
題
の
中
で
特
に
観

光
拠
点
施
設
の
未
整
備
と
い
う
課
題
に
つ
い
て

は
、
現
在
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。具
体
的
に
は
村
全
体
を
統
括
的
に
管
理
す

る
拠
点
施
設
の
建
設
と
サ
テ
ラ
イ
ト
的
に
中
央

ア
ル
プ
ス
や
宮
田
高
原
に
配
置
で
き
る
観
光
ガ

イ
ド
等
を
検
討
し
な
け
れ
な
ら
な
い
と
も
考
え

る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
人
材
の
育
成
や
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
的
な
観
光
案
内
所
、

特
産
品
の
販
売
や
防
災
拠
点
施
設
と
も
な
り
う

る
道
の
駅
の
よ
う
な
施
設
の
建
設
も
必
要
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　
　

数
年
前
に
交
流
協
会
と
観
光
協
会
が

合
併
し
新
た
な
宮
田
村
観
光
協
会
が
発
足
し
た

が
、
こ
の
宮
田
村
観
光
協
会
の
一
般
社
団
法
人

化
を
含
め
た
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
（
村
長
）
大
き
な
自
治
体
で
あ
れ
ば
観

光
協
会
は
一
般
社
団
法
人
化
し
て
、
観
光
業
に

携
わ
る
職
員
が
行
政
と
は
別
の
組
織
と
し
て
観

光
協
会
を
支
え
て
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ

け
で
あ
る
が
、
宮
田
村
で
は
観
光
に
直
接
携
わ

る
事
業
者
が
非
常
に
少
な
い
こ
と
か
ら
、
観
光

振
興
に
直
接
つ
な
が
る
観
光
協
会
と
捉
え
る
方

は
少
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。一
般
社
団
法
人

化
の
考
え
方
も
あ
る
が
、
多
く
の
自
治
体
で
採

算
が
と
れ
ず
、
大
幅
な
赤
字
を
計
上
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
多
々
あ
る
。上
伊
那
や
伊
南
で
は
行

政
観
光
協
会
と
は

異
な
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の

活
用
に
つ
い
て
協

議
し
て
お
り
、
そ

う
し
た
動
き
に
対

し
て
も
対
応
で
き

る
よ
う
に
研
究
し

て
い
き
た
い
。

城倉　栄治

加藤　恭一

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

観
光
協
会
を

　

一
般
社
団
法
人
化
し
た
ら
ど
う
か

・
村
長
２
期
目
の
所
信
、
具
現
化
は

・
中
央
ア
ル
プ
ス
山
荘
を
観
光
拠
点
に

＜中央アルプス 宮田村の山荘＞

頂
上
山
荘

宝
剣
山
荘

天
狗
荘
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電
子
母
子
手
帳
導
入
の

　
　
　
　
　
　
　
考
え
は
。

子どもの安全を考える会  

伊南防犯会議総会（議長）  

伊勢滝の風発表会  

町村議会改革シンポジウム  

県へ意見書の提出  

有害鳥獣駆除推進協議会総会  

環境問題特別委員会・議員研修  

南部国道連絡会総会  

みやだクリテリウム  

交通安全人波作戦  

環境問題特別委員会  

環境を守る会全体会議  

議会運営委員会・臨時議会  

議会全員協議会  

伊南市町村議会議員研修  

議会運営委員会視察研修  

宮田村成人式

伊南行政組合議会定例会  

決算委員会産業文教評価部会  

上伊那広域連合議会定例会  

産業文教委員会中ア視察  

決算委員会総務厚生評価部会  

宮田村防災訓練  

一般質問通告・議会運営委員会  

９月定例会開会  

定例会一般質問  

決算委員会産業文教評価部会  

産業文教委員会  

決算委員会総務厚生評価部会  

総務厚生委員会  

さとう宗幸ふるさと大使任命式  

決算委員会  

議会運営委員会  

議会全員協議会・定例会最終日　

 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
　
　
　
介
護
保
険
機
関
の
中
枢
で
あ
る
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
、
要
援
護
者
と
災
害
時

の
支
援
を
つ
な
ぐ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
役
割
を
期

待
す
る
と
い
う
記
述
を
よ
く
見
か
け
る
が
、
こ

の
点
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　（
村
長
）
村
で
は
昨
年
度
か
ら
福
祉
支

え
合
い·

防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
に
各
地
区
で
も

取
り
組
ん
で
い
る
。こ
れ
か
ら
も
社
協
、
村
の
防

災
、
福
祉
担
当
と
連
携
を
し
て
災
害
に
強
い
体

制
の
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。福
祉
避
難
所

の
受
け
入
れ
体
制
に
つ
い
て
は
、
災
害
時
に
も

有
効
に
機
能
す
る
よ
う
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
　
利
用
者
、サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、医
療
関

係
、
民
生
委
員
、
一
般
住
民
、
消
防
団
関
係
団
体

等
々
を
含
む
地
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　（
福
祉
長
）
医
療
や
事
業
所
等
の
連
絡

に
つ
い
て
、
高
齢
者
の
情
報
等
の
確
認
作
業
を

し
て
お
り
、そ
の
中
で
支
援
の
で
き
る
方
、出
来

る
場
所
の
把
握
等
に
努
め
て
い
き
た
い
。

 

電
子
母
子
手
帳

　
　
　
　
災
害
時
で
も
記
録
が
残
る
「
電
子
母

子
手
帳
」
の
導
入
は
い
か
が
か
。プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
に
つ
い
て
は
手
法
も
あ
り
、
自
治
体
間
の

バ
ラ
ツ
キ
に
関
し
て
は
来
年
度
に
は
標
準
化
が

可
能
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　（
村
長
）
情
報
が
容
易
に
入
手
で
き
る

利
点
は
あ
る
が
、
利
用
す
る
お
母
さ
ん
方
が
き

ち
っ
と
入
力
管
理
を
し
な
い
と
価
値
や
効
果
が

薄
く
な
る
可
能
性
も
あ
り
、
導
入
し
た
自
治
体

の
状
況
を
研
究
し
、
お
母
さ
ん
方
の
意
見
を
聞

い
て
判
断
し
た
い
。

 

見
守
り
シ
ー
ル
の
配
布
に
つ
い
て

　
　
　
　
若
年
認
知
症
、
認
知
症
高
齢
者
が
行

方
不
明
に
な
っ
た
場
合
に
備
え
、
ア
イ
ロ
ン
や

ド
ラ
イ
ヤ
ー
で
貼
る
こ
と
が
で
き
る
見
守
り
シ

ー
ル
は
ど
う
か
。

　
　
　
　（
村
長
）
実
施
し
て
い
る
自
治
体
の
効

果
、
記
載
内
容
等
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。人

権
へ
の
配
慮
、
村
民
の
受
け
止
め
方
の
確
認
も

あ
り
、検
討
課
題
で
あ
る
。

 

村
長
と
語
ろ
う
会
に
つ
い
て

　
　
　
　
出
さ
れ
た
意
見
に
対
し
て
、
ど
の
よ

う
に
村
政
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　（
村
長
）
制
度
の
充
実
や
運
用
の
改
善

に
結
び
つ
け
て
き
た
。今
後
も
丁
寧
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

　

９月

 1日

4日

6日

7日

14日

19日

21日

 23日

26日

27日

28日

3･4日

15日

7月

 

8月

21日

 28･29日

30～31日

31日

3日

4日

7日

11･12日

14日

15日

16日

19日

21日

竹村　照美

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁
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決
算
委
員
会
に
よ
る

　
　
　
　
　  

決
算
特
別
評
価

● 

議
会
部
門
の
評
価

●  評価指標の概要
　数値が小数点以下まである場合、議員によって評価がわかれたことを意味して
おり、その平均値を表記してあります。「今後の方向性」の数値は平均点ではなく、
「拡充・継続・縮小・廃止」をそれぞれ選択した議員の数をあらわしています。

　

毎
年
９
月
の
議
会
定
例
会
で
、
行

政
が
前
年
度
予
算
を
適
正
に
執
行
し

た
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
「
決
算
の

審
査
・
認
定
」
を
行
い
ま
す
。
宮
田

村
議
会
で
は
、
全
議
員
の
参
加
に
よ

る
「
決
算
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、

行
政
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
及
ぶ
決
算

の
審
査
と
認
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

宮
田
村
議
会
が
決
算
委
員
会
で
実

施
し
て
い
る
「
決
算
特
別
評
価
」
は
、

選
定
し
た
特
定
の
事
業
に
つ
い
て
追

加
調
査
を
行
い
、
決
算
の
審
査
と
認

定
を
一
層
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
目
的

で
す
。
こ
れ
は
、「
宮
田
村
む
ら
づ
く

り
基
本
条
例
」
に
基
づ
く
議
会
改
革

の
取
り
組
み
の
一
つ
で
す
。

「議会研修」
◆ 評価対象事業

　宮田村議会では研修要綱に基づき、先進地等の事例の
調査研究を行ったり、専門的知見を有する者を講師とし
て招聘するなど、専門的知識を高めるための研修を行っ
ています。平成 28 年度の決算額は 31 万２千円。議会と
しては、「継続」と判断しました。

・研修内容については報告書の発行・配布・公開により
　情報共有を行ってきたが、その内容をどのように活か
　していけるのかについては、全議員で意見交換の場を
　持つ必要がある。
・委員会（議員）として先進地を見ることは重要である
・一般質問などで取り上げ
　ることで村政にも役立っ
　ていると考える。

< 今後の方向性の理由・意見・提案 >

「環境問題特別委員会」
◆ 評価対象事業

　平成 28 年４月、放射性物質を含む廃棄物最終処分場
建設問題と一般国道伊駒アルプスロードバイパス問題に
関し、議会として調査研究を行い、情報の共有を図るた
め、議会に「環境問題特別委員会」を設置しました。議
会としては、「継続」と判断しました。

・各議員がそれぞれ参加している各種関連組織の動向に
　ついて、情報の提供・共有と意見交換を行ってきてい
　るが、議会だよりの充実化などで住民との共有強化が
　必要である。
・委員会設置の目的と現状
　が分かりにくくなってき
　ているので方向性を確認
　するべきである。

< 今後の方向性の理由・意見・提案 >

１、 必要性
　<住民からのニーズ>

２、 有効性
　<期待される効果の達成状況>

４、 優先性
<各課の予算が大幅に削減された
　　　　　と仮定した場合の対応>

６、 決算委員会全体で見た今後の方向性
　　拡充  ・  継続  ・  縮小  ・  廃止

増大または極めて高い

従来どおりまたは高い

減少またはやや低い

かなり減少または低い

かなり効果あり

一定の効果あり

効果は小さい

ほとんど効果なし

余地なし

当面削減できない

一部削減できる

大幅に削減できる

他の事業より優先して行う

事業費を一部縮減して行う

事業費を大幅に縮減して行う

廃止する

極めて良好に実施

適切に実施されている

一部改善の余地あり

改善を要する

　<村が実施することの妥当性>

３、 効率性
　<コスト削減の余地>

５、 総合評価

村が実施することが法令等で定められている

適当な移管先がなく村が実施する必要がある

一部を村以外の主体へ移管できる

大半を村以外の主体へ移管できる

４
３
２
１

４
３
２
１

４
３
２
１

４
３
２
１

４
３
２
１

４
３
２
１

必要性

3.60 3.00

ニーズ 妥当性

有効性 効率性 優先性 総合評価 今後の
方向性

継 続2.80 3.20 3.00 1.80

11/11 人

1 ２ ３ ４ ５ ６

必要性

2.40 3.80

ニーズ 妥当性

有効性 効率性 優先性 総合評価 今後の
方向性

継 続2.80 3.00 2.60 2.40

11/11 人

1 ２ ３ ４ ５ ６
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● 

総
務
厚
生
部
門
の
評
価

● 

産
業
文
教
部
門
の
評
価

「輝く子育て応援事業 ( 保育料助成金 )」
◆ 評価対象事業

　次代を担う子供たちの成長を応援するととも、育児出産等
にともなう系残負担を軽減するため、第３子以降の保育料相
当額の 10 割を助成する事業です。平成 28 年度の決算額は
1515 万 2 千円。議会としては、「継続」と判断しました。

・アンケートの結果などから住民からのニーズは高いと考え
　られるので継続すべき事業である。
・高所得者への支援も本当に必要なのか疑問な点もあるので
　一考も要する。
・村の人口増施策の一環として、
　広報活動も含めて拡充すべき。

< 今後の方向性の理由・意見・提案 >

　平成 21 年度から、村で実行委員会を組織し、全日本実業
団自転車競技大会として継続的に共催してきた大会です。平
成 28 年度の決算額は 59 万１千円。議会としては、「継続」
と判断しました。

・住民の関心が高いとは言えず、競技についての PR も不足
　している。
・事業効果を疑問視する意見もあり、運営や組織のあり方を
　抜本的に見直す必要がある。
・ボランティアの現状なども検討し住民との協働をどう図っ
　ていくのかも検討すべき。
・総合計画に掲げてあるので継続
　だが村にメリットがあるような
　運営方法を検討するべき。

< 今後の方向性の理由・意見・提案 >

「自転車大会」
◆ 評価対象事業

「定住促進事業
　　　　(UIJ ターン就活バスツアー )」

◆ 評価対象事業

　移住・定住促進イベントの一環として、就職活動を支援す
るため、上伊那広域連合・南箕輪村・若者人材確保協会と連
携し、企業バスツアーを実施したものです。参加者は 27 名。
平成 28 年度の決算額 30 万円。議会としては、「継続」と判
断しました。

・職安、企業、近隣自治体と連携しながら、粘り強く取り組
　んでいく必要がある。
・上伊那広域や他市町村とも協力しながら企業の PR なども
　盛り込んでいけば参加者が増加すると思われる。
・参加者のアンケート調査を行い、
　適宜に行っていくと認知度も上
　がると思う。

< 今後の方向性の理由・意見・提案 >

　移住・定住の促進のため、移住体験住宅「ベースみやだ」
を運用するものです。1 泊 1 人 1,000 円で、１泊２日から３
０日以内で利用が可能です。2 年間の利用件数は 76 件で実際
の移住件数は 7 件でした。建物は平成 27 年度に取得してい
るため (1,000 万円 )、平成 28 年度の予算額はゼロ。議会と
しては、「継続」と判断しました。

・利用者の声を分析し、目的に沿った施設の利用度を高め、
　地域を知ってもらうことにつなげていく必要がある。
・1 年半の利用で７組の移住があったという成果からみると
　効果的な事業であると考えられる。
・安易な宿泊施設として利用されないように利用目的を注視
　する必要があり、施設の
　経年劣化による修繕費用
　等も考えておくべき。

< 今後の方向性の理由・意見・提案 >

「定住促進事業 ( 移住体験住宅 )」
◆ 評価対象事業

必要性

3.33 3.50

ニーズ 妥当性

有効性 効率性 優先性 総合評価 今後の方向性

拡 充 継 続3.17 3.00 3.67 3.17

1 ２ ３ ４ ５ ６

2/11
　　　　人

9/11
　　　　人

必要性

1.67 1.83

ニーズ 妥当性

有効性 効率性 優先性 総合評価

2.00 2.17 1.67 1.67

1 ２ ３ ４ ５

今後の
方向性

廃 止

3/11 人

縮 小

1/11 人

継 続

7/11 人

６

必要性

3.00 3.50

ニーズ 妥当性

有効性 効率性 優先性 総合評価 今後の
方向性

継 続3.33 3.50 3.50 3.33

11/11 人

1 ２ ３ ４ ５ ６

必要性

3.00 2,67

ニーズ 妥当性

有効性 効率性 優先性 総合評価 今後の
方向性

継 続3.00 3.00 3.17 3.00

11/11 人

1 ２ ３ ４ ５ ６
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発
行
／
宮
田
村
議
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長
野
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上
伊
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郡
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田
村
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８
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広
報
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印
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／
パ
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リ
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ク
レ
コ
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ド
㈱

12 月議会会期中日程予定

すべての会議が公開されますので
傍聴においでください！

産
業
文
教
委
員
会
視
察
報
告

産
業
文
教
委
員　

視
察
先  

＊

駒
ヶ
岳
登
山
道

田
中  

一
男

絶対反対！廃棄物処分場問題について

‥‥ 午前９時～

‥‥‥‥‥ 午前９時～

‥‥‥‥‥ 午前９時～

　

立
冬
も
過
ぎ
朝
夕
は
冷
た
さ
を
感
じ
る
今

日
こ
の
頃
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
今
年
も
地
震
·
豪
雨
·
台
風
等
に
よ

る
被
害
が
各
地
で
あ
り
、
そ
れ
も
年
々
深
刻

化
し
て
い
ま
す
。
大
き
な
災
害
の
な
い
宮
田

村
は
安
心
！
は
、
今
日
ま
で
。
明
日
は
一
転

す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
大
切
な
家
族
を
守

る
た
め
に
今
、
何
を
し
て
お
く
べ
き
か
、
何

を
ど
の
く
ら
い
備
え
て
お
け
ば
安
心
な
の
か
。

　

自
分
自
身
を
守
る
こ
と
は
、
共
助
と
い
う

大
き
な
力
に
つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

さ
あ
、
準
備
を
始
め
ま
せ
ん
か
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
村　

照
美

12 月 ５日
７日
８日
11日
12 日
14 日

定例会 ( 開会 )
一般質問
一般質問
産業文教委員会
総務厚生委員会
定例会 ( 最終日 )

‥‥
‥‥
‥‥
‥‥
‥‥
‥‥

　

産
業
文
教
委
員
会
で
は
、
駒
ヶ
岳
の
登

山
道
と
３
つ
の
山
荘
の
視
察
を
８
月
30
日

（
水
）、
31
日
（
木
）
に
行
な
い
ま
し
た
。

　

朝
６
時
50
分
役
場
を
出
発
、
し
ら
び
平

へ
向
か
い
、
7
時
50
分
発
の
始
発
の
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
に
て
千
畳
敷
に
到
着
。
あ
い
に

く
の
雨
模
様
の
た
め
、
展
望
は
望
め
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

千
畳
敷
か
ら
乗
越
浄
土
に
上
る
「
八
丁

坂
」
は
勾
配
が
き
つ
く
駒
ヶ
岳
に
登
る
難

所
で
す
。
こ
の
八
丁
坂
の
整
備
に
、
平
成

27
年
度
よ
り
国
県
の
補
助
金
を
使
っ
て
の

工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
は

国
の
「
地
方
創
生
交
付
金
」
１
千
万
円
、

平
成
28
年
度
は
「
地
方
創
生
交
付
金
」
1

千
万
円
と
県
の
補
助
金
2
百
万
円
、
い
ず

れ
も
補
助
率
は
二
分
の
一
で
す
。
今
後
平

成
29
年
度
か
ら
31
年
度
ま
で
の
3
年
間
で
、

各
年
度
1
千
万
円
で
、
八
丁
坂
上
部
の
ハ

シ
ゴ
部
分
を
主

体
に
整
備
を
進

め
る
予
定
で
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク

に
つ
い
て
は
ジ

オ
サ
イ
ト
と
し

て
、「
千
畳
敷
カ

ー
ル
」、
中
岳
の

巻
道
付
近
の
「
針
の
よ
う
な
岩
」
な
ど
条

件
と
し
て
は
満
た
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

駒
ヶ
岳
か
ら
濃
ヶ
池
、
宮
田
高
原
、
西
山

山
麓
、
街
中
へ
の
人
の
流
れ
を
ど
う
作
る

か
が
今
後
の
課
題
で
す
。

　

中
学
校
の
集
団
登
山
も
様
変
わ
り
し
て

い
ま
す
。
往
復
徒
歩
で
の
登
山
は
、
赤
穂

中
学
校
の
み
、
宮
田
中
学
校
を
含
め
行
き

は
徒
歩
で
帰
り
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
学
校

が
大
半
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
往
復
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
を
使
っ
て
の
日
帰
り
登
山
の
学
校

も
あ
り
ま
す
。
当
日
も
下
伊
那
郡
の
学
校

と
同
じ
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
登
り
ま
し
た
が
、

日
帰
り
だ
そ
う
で
す
。
生
徒
の
健
康
、
安

全
面
ま
た
引
率
の
教
員
の
負
担
軽
減
な
ど

の
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
少
し

さ
み
し
い
気
が
し
ま
し
た
。

　

こ
の
登
山
道
視
察
で
感
じ
た
こ
と
は
、

き
つ
い
八
丁
坂
の
登
山
道
も
整
備
が
進
み

歩
き
や
す
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ゴ
ミ
等

も
少
な
く
登
山
者
の
マ
ナ
ー
も
良
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
天
候
が
悪
か
っ
た
た
め
、
濃
ヶ

池
ま
で
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
濃
ヶ
池

か
ら
伊
勢
滝
へ
の
登
山
道
の
視
察
も
必
要

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

九
月
定
例
議
会
初
日
、
冒
頭
の
最
終
処

分
場
建
設
問
題
に
関
す
る
意
見
書
を
全
員

一
致
で
可
決
し
、
阿
部
長
野
県
知
事
に
送

り
ま
し
た
。

　

六
月
議
会
で
は
、
放
射
性
廃
棄
物
の
県

内
持
ち
込
み
に
対
し
、
県
と
し
て
独
自
の

基
準
を
設
け
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。
今

回
は
最
終
処
分
場
建
設
に
当
た
っ
て
、
特

に
河
川
の
近
く
に
予
定
す
る
場
合
は
関
係

す
る
住
民
の
み
な
ら
ず
、
下
流
域
の
住
民

か
ら
も
同
意
を
得
る
よ
う
事
業
者
に
対
し

行
政
指
導
を
行
う
こ
と
、
及
び
近
年
頻
発

す
る
異
常
気
象
や
災
害
に
対
し
、
将
来
に

不
安
を
残
さ
な
い
よ
う
行
政
指
導
を
行
う

こ
と
な
ど
５
項
目
を
求
め
る
内
容
で
す
。

　

同
じ
意
見
書
を
県
に
提
出
し
て
い
た
だ

け
る
様
、上
下
伊
那
の
市
町
村
議
会
に
も
、

請
願
・
陳
情
を
お
願
い
し
、
各
議
会
で
可

決
（
一
部
趣
旨
採
択
）、
県
知
事
あ
て
に

意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
県
と
し
て

も
多
く
の
議
会
の
意
見
書
を
重
く
受
け
止

め
、
業
者
よ
り
建

設
認
可
申
請
が
提

出
さ
れ
た
場
合
は

慎
重
な
る
対
応
が

な
さ
れ
る
様
し
っ

か
り
監
視
し
て
参

り
ま
す
。
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